
新体制での新体制での
県議会がスタート！県議会がスタート！

令和４年度は県政の羅針盤となる「ひょうごビジョン2050」を具体化するスタートの年です。
県民の皆様とともに、その実現に向け大きな一歩を踏み出す年にしなければなりません。
ウィズコロナの暮らしにより、人々の生活様式や働き方に変化が生じ、地方への関心も高
まっています。
全議員が、地域の声を的確に代弁し、それぞれの地域で何が必要なのか、何をするべきな
のかしっかりと提言し、その実現のために力を注いでいかなければなりません。
また、県議会では、議会機能の充実・強化に取り組むとともに、若い世代をはじめ、全て
の県民に開かれた県議会の実現に向けた取組を一層努めてまいります。
コロナ禍やロシアのウクライナ侵攻の影響等により、県民生活が厳しい状況にある今だか
らこそ、皆様とともに考え、思いを共有しながら、兵庫の新時代を切り拓いていきましょう。

第125代議長

小西 隆紀
第130代副議長

水田 裕一郎

第358回６月定例兵庫県議会第358回６月定例兵庫県議会

◆  食料安全保障及び持続可能な農業振興の対策強化を求める意見書
◆  今後の観光振興への支援を求める意見書
◆  物価高騰対策強化を求める意見書
◆  ヤングケアラーへ支援充実を求める意見書
◆  学校給食の無償化を求める意見書　など

意見書（計８件）

◆  特別支援学校統合計画を見直し、教育の充実を求める件

請願（計１件）

議長・副議長あいさつ

◆ 令和４年度兵庫県一般会計補正予算（第１号）
◆  兵庫県議会議員及び兵庫県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用

並びに選挙運動用ビラ及び選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条
例の一部を改正する条例

◆  兵庫県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
◆  本人確認情報の提供、利用及び保護に関する条例の一部を改正する条例
◆  水難事故等の防止に関する条例の一部を改正する条例　など

条例その他議決案（計14件）

知事から提出された予算・条例案などを審議し、
総額142億円に及ぶ補正予算を可決しました。第358回 ６月定例県議会の概要（６月１日～６月９日）

県議会広報PRキャラクター
「兵議博士」

ひょう ぎ はか せ あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、
夢かなうひょうごへ

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社キョウエイアドインターナショナル　 03-5860-9468まで

広告欄のため不掲載



委 員 長 　藤　本　百　男（自　民）
副委員長 　石　井　秀　武（自兵庫）
委　　員 　吉　岡　たけし（自　民）
委　　員 　谷　口　俊　介（自　民）
委　　員 　島　山　清　史（公　明）
委　　員 　黒　田　一　美（県　民）
委　　員 　上　野　英　一（県　民）
委　　員 　伊　藤　勝　正（公　明）
委　　員 　北　口　寛　人（自　民）
委　　員 　伊　藤　　　傑（自　民）
委　　員 　山　口　晋　平（自兵庫）
委　　員 　内　藤　兵　衛（自兵庫）

幹　　事　　長　伊　藤　　　傑
副　幹　事　長　谷　口　俊　介
副　幹　事　長　岡　　　つよし
政 務 調 査 会 長　北　口　寛　人
政務調査副会長　村　岡　真夕子
政務調査副会長　かわべ　宣　宏

兵庫県議会自由民主党議員団

団　　　　　長　松　田　一　成
副　　団　　長　岸　本　かずなお
幹　　事　　長　伊　藤　勝　正
副　幹　事　長　越　田　浩　矢
政 務 調 査 会 長　島　山　清　史
政務調査副会長　竹　尾　ともえ

兵庫県議会公明党・県民会議議員団

幹　　事　　長　上　野　英　一
副　幹　事　長　向　山　好　一
政 務 調 査 会 長　黒　田　一　美
政務調査副会長　北　上　あきひと

兵庫県議会ひょうご県民連合議員団

団　　　　　長　ねりき　恵　子
副　　団　　長　いそみ　恵　子
政 務 調 査 会 長　き　だ　　　結
政務調査副会長　入　江　次　郎

日本共産党兵庫県会議員団

幹　　事　　長　内　藤　兵　衛
副　幹　事　長　風　早　ひさお
政 務 調 査 会 長　山　口　晋　平
政務調査副会長　五　島　壮一郎

自民党兵庫議員団

幹　　事　　長　高　橋　みつひろ
政 務 調 査 会 長　齊　藤　真　大
政務調査副会長　門　　　隆　志

維新の会兵庫県議会議員団

「会派」とは、政治上の主義や政策を同
じくする議員が集まり、議会活動を共
に行う団体のことです。県議会では会
派を中心とした活動が行われています。

【会派別構成】現員80人（欠員６人）（令和４年７月１日現在）

自由民主党 30人（38%）
自民党兵庫 15人（19%）
ひょうご県民連合 12人（15%）
公明党・県民会議 12人（15%）

日本共産党 5人（  6%）
維新の会 4人（  5%）
無所属 2人（  2%）

議会を公正かつ円滑に運営するため、
定例会の会期や議事日程、議会の運
営方法などを協議します。

◆ 議会広報紙で使用している会派名の略称は、次のとおりです。◆
◆ 自　民…自由民主党
◆ 共　産…日本共産党

◆ 自兵庫…自民党兵庫
◆ 維　新…維新の会

◆ 県　民…ひょうご県民連合
◆ 無所属…無所属

◆ 公　明…公明党・県民会議

会派役員 議会運営委員会

代表質問（６月６日）

一般質問（６月７日）

観
光
戦
略
に
つ
い
て

テ
ロ
ワ
ー
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効

果
目
標
は
。
ま
た
地
域
資
源
の
持
続

可
能
性
維
持
に
不
可
欠
な
収
益
性
確
保
と
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に
向
け
た
対
応
策
は
。

兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
今
年
７
～
９
月
の
宿

泊
者
数
は
３
９
０
万
人
、
来
年
は
４
３
０
万

人
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
は
地
域
の
理
解
と
地
域
主
体
の
取
組

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
の
資
源
や
良
さ
を
地

域
自
身
も
知
り
自
信
を
持
っ
て
発
信
し
、
県

内
各
地
の
事
業
者
と
連
携
し
た
地
域
資
源
の

磨
き
上
げ
や
全
国
的
な
商
談
会
を
開
催
す
る
。

QA

自
由
民
主
党　

村む
ら

岡お
か 

真ま

夕ゆ

子こ

◆ 

三
木
市

脱
炭
素
を
後
押
し
す
る

基
幹
道
路
の
整
備
推
進

播
磨
臨
海
地
域
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
計
画
と
併
せ
て
、
臨
海

部
の
基
幹
道
路
を
整
備
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

播
磨
臨
海
地
域
道
路
に
つ
い
て
は
、

国
で
検
討
中
の
ル
ー
ト
案
が
固
ま
り

次
第
、
都
市
計
画
手
続
を
市
町
と
と
も
に
進

め
る
。
神
戸
西
バ
イ
パ
ス･

大
阪
湾
岸
道
路
西

伸
部
は
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
名

神
湾
岸
連
絡
線
は
、
国
が
用
地
買
収･

工
事
着

手
に
向
け
た
事
業
説
明
等
を
行
っ
て
い
る
。

地
元
調
整
に
努
め
、
予
算
・
財
源
の
確
保
も

含
め
国
に
早
期
整
備
を
働
き
か
け
る
。

QA

自
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兵
庫
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島と
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壮そ
う
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ち

郎ろ
う
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姫
路
市

地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
確
保
の
取
組
、

特
に
西
播
磨
地
域
で
の
支
援
は
。

県
養
成
医
師
の
派
遣
の
充
実
、
大
学
へ
の

寄
附
講
座
に
よ
る
医
師
派
遣
、
医
師
派
遣

元
の
病
院
へ
の
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
策
の
活

用
も
促
し
、
西
播
磨
地
域
全
体
と
し
て
必
要
な

医
師
確
保
に
努
め
る
。長な

が
岡お

か 

壯そ
う

壽じ
ゅ

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

赤
穂
市
、
赤
穂
郡
及
び
佐
用
郡

QA
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
に
よ
る
教
員
の
多
忙
化
対
策
に
つ
い
て
。

他
府
県
の
事
例
、
市
町
の
教
育
長
協
議
会

等
と
の
意
見
交
換
等
を
踏
ま
え
て
対
応

を
検
討
す
る
。
国
に
対
し
て
は
、
補
助
率
の
拡

充
や
市
町
独
自
の
配
置
へ
の
国
の
直
接
支
援
な

ど
、
制
度
改
正
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

中な
か
田た 

慎し
ん
也や

◆ 

自
民
党
兵
庫

◆ 

伊
丹
市

QA
圏
域
を
ま
た
ぐ
病
院
統
合
計
画
と
急
性
期

病
床
の
不
足
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

統
合
計
画
は
両
圏
域
の
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
の
合
意
形
成
に
向
け
、
地
域
の
丁

寧
な
議
論
を
支
援
、
病
床
不
足
は
同
会
議
の
合

意
を
踏
ま
え
、「
重
点
支
援
区
域
」
の
申
請
や

医
療
介
護
推
進
基
金
を
活
用
し
支
援
す
る
。

中な
か

田た 

英え
い

一い
ち

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

三
田
市

QA
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
を
含

む
低
出
生
体
重
児
と
保
護
者
へ
の
支
援
は
。

養
育
ネ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
し
た
体
制
づ

く
り
や
連
携
強
化
に
加
え
、
リ
ト
ル
ベ

ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
誰

も
が
健
や
か
な
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

小こ

泉い
ず
み 

弘ひ
ろ

喜き

◆ 

公
明
党
・
県
民
会
議

◆ 

尼
崎
市

QA

＜テロワールツーリズム：各地域に根ざした「食」「文化」「伝統」に触れる観光事業のこと。＞
＜シビックプライド：住民が地域のまちづくりに関わり責任感と地域への誇りを持つこと。＞

＜カーボンニュートラルポート：温室効果ガスの排出をゼロにすることを目指す港湾のこと。＞

広告欄のため不掲載



定例県議会での
質問の一部をご紹介

第358回 ６月

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
等
の
導
入
に
向
け
て

県
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
、

制
度
を
必
要
と
す
る
全
て
の
県
民
が
利
用
を

選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
偏
見
、
差
別
の
解
消
は
重
要
な

人
権
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
は
新
た
に
支
援

団
体
の
協
力
を
得
て
専
門
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
テ
ー
マ
に
し
た
動

画
も
制
作
す
る
。
制
度
の
導
入
に
は
様
々
な
意

見
が
あ
る
た
め
引
き
続
き
研
究
が
必
要
で
あ

り
、
ま
ず
は
多
様
な
性
に
つ
い
て
の
理
解
促
進

を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
取
組
を
進
め
る
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

北き
た

上う
え 

あ
き
ひ
と

◆ 

川
西
市
及
び
川
辺
郡

コ
ロ
ナ
後
遺
症

　
　
対
策
に
つ
い
て

日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
苦
し
ん
で

い
る
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
が
増
え
て

い
る
。
本
県
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
対
策
の
現
状

と
今
後
の
対
策
は
。

医
師
研
修
会
の
実
施
や
罹
患
後
症
状

（
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
）
の
基
本
的
知
見

や
職
場
復
帰
支
援
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
う

ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
心
の
ケ

ア
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。
後
遺
症

が
一
定
数
で
長
引
く
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

医
師
研
修
会
や
情
報
発
信
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
今
回
新
た
に
後
遺
症
の
専

用
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

公
明
党
・
県
民
会
議　

越こ
し

田だ 

浩ひ
ろ

矢や

◆ 

神
戸
市
長
田
区

Ｊ
Ｒ
武
田
尾
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
ト

イ
レ
改
修
の
早
期
実
現
を
。

当
駅
の
早
期
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。市
と
連
携
し
、

鉄
道
事
業
者
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
ト
イ
レ
改

修
を
働
き
か
け
、
国
に
対
し
て
必
要
な
予
算
の

確
保
を
要
望
し
て
い
く
。

ね
り
き 

恵け
い

子こ

◆ 

日
本
共
産
党

◆ 

宝
塚
市

QA

県民の皆様に県議会の役割や機能について理解促進を図るため、常任委員
会を地域で開催します。令和４年度は、「健康福祉」「農政環境」「文教」「警
察」の４つの委員会の開催を以下のとおり、予定しています。

※ 今後の新型コロナウイルス
感染症の状況によっては中
止する場合があります。詳
細は、県議会ホームページ
にてご案内します。

開催スケジュール（予定）

常任委員会の地域開催常任委員会の地域開催

６
月
７
日　
一
般
質
問
は
、

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

視
聴
で
き
ま
す
。

第358回６月定例兵庫県議会において、コロナ禍における原油価格・
物価高騰への対応と新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を徹底
するため、総額142億円の補正予算（緊急対策）を可決しました。

国際政治学者で在日ウクライナ人である、ナザレンコ・アンドリー氏を招き、
「ウクライナと日本の架け橋として～国際政治学者からみた政治、支援をめ
ぐる課題～」をテーマに、ウクライナへの侵
略が長期化し、経済、外交、政治など様々な
分野での影響が我が国にも及んでいるなか、
ウクライナ支援や今後起こりうるリスクへの
対応などについて講演いただきました。

≪補正予算の主な事業≫

令和４年度６月補正予算の概要

※ 詳細は、 兵庫県 令和４年度予算 検索 ※ 詳細は、 兵庫県議会 検索

１．原油価格高騰等の影響を踏まえた事業者の経済活動の支援 117億円
原油価格・物価高騰対策一時支援金の支給 96億円
燃油価格高騰に対する公共交通等事業者への支援 3.5億円
農林水産事業者への支援 10.6億円
中小企業等における新事業展開の支援 1.1億円
省エネ型農業への転換支援 2.7億円
２．県民生活の安定化に向けた支援 8億円
低所得子育て世帯等に対する支援 1.8億円
生活困窮者等への切れ目のない支援 3.9億円
３．新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策の推進 17億円
自宅療養者等への対応 1.4億円
ワクチン接種体制等の整備 11億円

常任委員会名 開催場所 開催日
健康福祉常任委員会 西播地区 ８月23日
農政環境常任委員会 淡路地区 ９月２日

文教常任委員会 丹波地区 11月２日
警察常任委員会 阪神北地区 11月16日

政調懇話会（６月８日）

＜パートナーシップ制度：自治体が同性のカップル等を「結婚に相当する関係」と認める制度のこと。＞

※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット中継」でご覧いただけます。※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット中継」でご覧いただけます。

広告欄のため不掲載
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氏 名
（会派）選挙区

黒川 治
（自民）尼崎市

谷口 俊介
（自民）神戸市西区

齊藤 真大
（維新）川西市及び川辺郡

岡 つよし
（自民）加古郡

小池 ひろのり
（県民）神戸市中央区

ねりき 恵子
（共産）宝塚市

永田 秀一
（自民）南あわじ市

黒田 一美
（県民）神戸市垂水区

岸本 かずなお
（公明）加古川市

内藤 兵衛
（自兵庫）西脇市及び多可郡

村岡 真夕子
（自民）三木市

奥谷 謙一
（自兵庫）神戸市北区

長瀬 たけし
（自民）神戸市東灘区

入江 次郎
（共産）姫路市

中野 郁吾
（自兵庫）西宮市

門間 雄司
（自民）豊岡市

風早 ひさお
（自兵庫）宝塚市

橘 秀太郎
（自兵庫）美方郡

前田 ともき
（県民）神戸市東灘区

天野 文夫
（公明）姫路市

越田 浩矢
（公明）神戸市長田区

富山 恵二
（自民）相生市

大豊 康臣
（自民）加西市

大前 はるよ
（自民）西宮市

水田 裕一郎
（自民）姫路市

谷井 いさお
（公明）尼崎市

小西 隆紀
（自民）丹波篠山市

吉岡 たけし
（自民）神戸市垂水区

きだ 結
（共産）神戸市東灘区

大谷 かんすけ
（自兵庫）尼崎市

丸尾 牧
（無所属）尼崎市

竹内 英明
（県民）姫路市

しの木 和良
（公明）川西市及び川辺郡

木戸 さだかず
（県民）神戸市須磨区

小泉 弘喜
（公明）尼崎市

門 隆志
（維新）宝塚市

戸井田 ゆうすけ
（自兵庫）姫路市

中田 慎也
（自兵庫）伊丹市

あしだ 賀津美
（公明）神戸市北区

藤本 百男
（自民）加東市

向山 好一
（県民）神戸市北区

北川 泰寿
（自民）西宮市

北野 実
（自兵庫）姫路市

栗山 雅史
（県民）西宮市

関口 正人
（自民）三田市

徳安 淳子
（維新）尼崎市

いそみ 恵子
（共産）西宮市

五島 壮一郎
（自兵庫）姫路市

石川 憲幸
（自兵庫）丹波市

原 吉三
（自民）神戸市中央区

北口 寛人
（自民）明石市

山口 晋平
（自兵庫）たつの市及び揖保郡

伊藤 傑
（自民）神戸市須磨区

上野 英一
（県民）神崎郡

中島 かおり
（無所属）芦屋市

島山 清史
（公明）神戸市須磨区

松本 裕一
（自民）加古川市

松井 重樹
（自民）たつの市及び揖保郡

北上 あきひと
（県民）川西市及び川辺郡

石井 秀武
（自兵庫）神戸市西区

庄本 えつこ
（共産）尼崎市

福島 茂利
（自民）神戸市兵庫区

北浜 みどり
（自兵庫）神戸市灘区

山本 敏信
（自民）高砂市

藤田 孝夫
（自民）養父市及び朝来市

高橋 みつひろ
（維新）神戸市西区

松田 一成
（公明）神戸市兵庫区

藤原 昭一
（自民）小野市

伊藤 勝正
（公明）明石市

石井 健一郎
（県民）神戸市灘区

原 テツアキ
（自民）淡路市

かわべ 宣宏
（自民）神戸市長田区

竹尾 ともえ
（公明）西宮市

長岡 壯壽
（自民）赤穂市、赤穂郡及び佐用郡

松本 隆弘
（自兵庫）明石市

浜田 知昭
（自民）洲本市

中田 英一
（県民）三田市

坪井 謙治
（公明）伊丹市

春名 哲夫
（自民）宍粟市

迎山 志保
（県民）加古川市

令和４年７月１日現在

全議員紹介

常任委員会による専門的審査 常任委員会は、本会議に提案された議案などを専門的に詳しく審査するための機関で、総務・健康福祉・産業労働・
農政環境・建設・文教・警察の７つの委員会が設置されており、議員はいずれか一つの委員会に属しています。

総　務
常任委員会

健康福祉
常任委員会

農政環境
常任委員会

文　教
常任委員会

産業労働
常任委員会

建　設
常任委員会

警　察
常任委員会

委員長 副委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長


